
平成22年度 学校法人高山短期大学事業報告書　

1. 法人の概要

・設置する学校・学科等

高山自動車短期大学 自動車工学科

高山短期大学附属幼稚園

・当該学校・学科等の学生数の状況（平成22年5月1日現在）

名

名

名

・役員・教職員の概要等

備　　　考

法　　　人 10 名 2 名 21 名   - 名 1 名

- - - 24 15  非常勤教職員は除く

- - - 12 2 　　　　〃

・教員の内訳

7 名 4 名 8 名 3 名 2 名 24 名 0 名

12 - - - - 0 12

・教員の年齢別人員

1 名 1 名 10 名 7 名 4 名 1 名

- - 1 1 1 9

2. 事業の概要

・当該年度の事業の概要

学校法人高山短期大学は「学校法人会計基準」に従って会計処理を行っております。

学校法人高山短期大学の平成22年度決算は5月19日に理事会と評議員会でそれぞれ決定、承認されました。

法人全体において、教育環境の充実を図ると共に諸費の見直し等による歳出減の努力を行なった結果、資金・

消費収支とも安定した状態を維持しております。

・当該年度の主な事業の目的・計画

1. 実学を所信とする本学は、国家二級自動車整備士及び一級自動車整備士資格の全員取得を目標に揚げ、産業

界が求める新技術・顧客対応能力を備えた人材育成を行う為、学科・実習教育において多彩な科目の充実を

図っている。

幼稚園おいては、音楽教育を基本として、更にコンピュータやキッズイングリッシュの学習を取り入れ、教育

の幅を広げ質の向上に努め、園の環境整備や預り保育など保育全般の充実を図っている。

2. 施設設備関係においては、自然環境を生かして、園児・学生の為キャンパス全体の整備を図り、学生の要望に

答えて二輪・四輪自動車の安全走行実験が行えるよう環境整備に努めている。

・当該事業計画の進捗状況等

1. 国家二級自動車整備士についてはガソリン・１００％、ディーゼル・９９．２％という高い合格率を達成

した。また、専攻科の一級整備士試験においても１００％であった。さらに今年度ＥＶ車の導入により

実習教材等の充実を図るとともに、フロント実務や情報処理教育のさらなる充実強化を図り、高い就職

率(98.3%)に大きく寄与している。

また、幼稚園においては、保育内容や預り保育の一層の充実により、園児・父母からの評価も高いものと

なっている。

2. 法人全体で行っている自然の豊かさを利用したキャンパスの整備や実習教育環境の整備が整いつつある。ま

た、幼稚園においては、園舎の耐震整備はもとより、園内の自然の野山や周囲の環境整備を充実させること

により、自然豊かな環境での健康で明るい情緒豊かな園児の育成を目指している。

20歳代

学校名

高山短期大学附属幼稚園

高山自動車短期大学

高山自動車短期大学

高山短期大学附属幼稚園

30歳代

男性

高山短期大学附属幼稚園

高山短期大学附属幼稚園

監 事 数 評議員数

70歳代 60歳代 50歳代 40歳代

女性

高山自動車短期大学

教授（教諭）

教 員 数 職 員 数

准 教 授 講 師 助 教 助 手

理 事 数

高山自動車短期大学

219

学科名 在籍数

自動車工学科 266

専攻科　自動車工学専攻 4



3. 財務状況の概要（平成２２年度決算）

1． 資金収支計算書　　　（別表１　参照）

 　 資金収支計算書は、本法人における当該会計年度の収入及び支出の資金の状況を記載したものである。

　　万円となり次年度繰越支払資金は１７億２８百万円となった。

2.  消費収支計算書　　　（別表２　参照）

    消費収支計算書は、本法人の当該会計年度の消費収入及び消費支出の内容並びに均衝の状態を示したもので

　　ある。

　　今年度の消費収支計算書については、帰属収入合計額６億５６百万円で消費収入合計額は６億３６百万円とな

　　った。また、消費支出合計額は７億３６百万円（うち減価償却額１億３９百万円）となり、当年度消費収支

　　差額は９９百万円の支出超過となった。

3.  貸借対照表　　　　　（別表３　参照）

　  貸借対照表の平成２３年３月３１日現在の資産総額は１３３億８０百万円、負債総額は５億４４百万円とな

　　り、資産・負債総額は昨年度より減少している。また、基本金の部合計額は１００億８１百万円となり、

　　翌年度繰越消費収入超過額は２７億５４百万円となった。

18 19 20 21 18 19 20 21
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

人 件 費

帰属収入

人 件 費

帰属収入

管理経費

帰属収入

消費支出

消費収入

帰属収入

4. 平成23年度教職員及び学生数の状況（平成23年5月1日現在）

・当該学校・学科等の学生数の状況

名

名

名

・教職員の概要等

23 名 14 名 5 名 名

12 2 3 名

・教員の内訳

6 名 4  名 9 名 2 名 2 名 23 名 0 名

12 - - - - 0 12

・教員の年齢別人員

1 名 3 名 8 名 7 名 3 名 1 名

- - 1 1 1 9

 消費収支比率

学生生徒納付金比率

学生生徒等納付金

 管理経費比率

 教育研究経費比率

在籍数

13.19.4 8.9

38.3

％

87.1

95.9

70歳代 60歳代 50歳代

4.2

20.5

固定資産構成比率

40歳代 30歳代 20歳代

助 手

教 員 数

高山自動車短期大学

高山自動車短期大学

助 教

高山短期大学附属幼稚園

男性 女性教授（教諭） 准 教 授 講 師

学校名 学科名

高山短期大学附属幼稚園

261

215高山短期大学附属幼稚園

教育研究経費 流動資産

総 資 産

　財 　務 　比 　率 　比 　較 　表

96.6 104.5

22  名   称 

 流動比率

51.1

流動負債

総負債
 総負債比率

自己資金構成比率
自己資金

総 資 産
 人件費依存率 90.6

51.1 54.8

学生生徒等納付金
70.3

人件費比率

算  式（×100）

　　今年度の資金収支計算書については、資金収入の合計は３８億３３百万円で資金支出の合計は２１億４百

22 名   称 算  式（×100）

15.410.4

総資産

総負債

自己資金

23.6 26.2 28.1

87.5

消費収支差額

115.7

55.8

負債比率

消費収支差額構成比率

57.2

35.3

総資産

58.4
固定資産

91.4 97.4 108.7

91.7

65.8 56.4 59.8 59.1

87.3 85.7

96.4 96.3

351.9 389.2 700.2

4.1

83.0 85.1

95.2 94.9

4.8 4.2

684.2 757.8

21.4 21.1

4.6 3.8

3.6 3.7

12.4

3.8 3.9

17.4 17.8

高山短期大学附属幼稚園

非常勤教員比率備考

3名専攻科含む

非常勤教員

17.80%

20.00%

高山自動車短期大学

(専攻科教員3名除く）

専攻科　自動車工学専攻 8
高山自動車短期大学

職員数

自動車工学科

学生数/教員


